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(57)【要約】

【課題】被観察物の蛍光画像と発光画像とを容易に切り

替えて観察できる技術を提供する。

【解決手段】本発明に係る顕微鏡システム１は、被観察

物に対して配置される対物レンズ１２１を備える観察光

学系と、前記被観察物にレーザー光を照射する光源１１

１と、前記レーザー光の走査手段１１２と、を有する顕

微鏡システムであって、前記観察光学系は、前記被観察

物の蛍光を感知する第１の像取得手段１２４を備える第

１の画像取得経路と、前記対物レンズから前記観察光学

系に入光した光を増幅する光増幅手段１３１、及び該光

増幅手段よって増幅された光を感知する第２の像取得手

段１３２を備える第２の画像取得経路と、前記対物レン

ズから前記観察光学系に入光した光の進路を、前記第１

の画像取得経路又は前記第２の画像取得経路に切り替え

る切替手段１２２と、を備え、前記第２の像取得手段は

前記被観察物における発光の像を取得する。

【選択図】図１
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